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◆
ソ
マ
リ
ア
自
衛
隊
派
兵
に
呉
現
地
で
連
日
の
抗
議
行
動

　

岩
国
で
は
一
二
月
に
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
基
づ
く
愛
宕
山
開
発
事
業
の

中
止
を　

一
月
二
八
日
か
ら
三
月
一
四
日
ま
で
、
麻
生
政
権
の
ソ
マ
リ
ア
派
兵

に
抗
し
て
、
抗
議
文
送
付
、
海
自
呉
地
方
総
監
部
申
入
れ
、
街
宣
、
平
和
船
団

で
の
直
接
抗
議
な
ど
連
続
行
動
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
結
成
二
〇
周
年
行

事
と
重
な
り
、
し
か
も
湯
浅
一
郎
さ
ん
の
首
都
圏
異
動
も
重
な
り
大
変
感
慨
深

い
二
ヶ
月
で
あ
っ
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
は
、
中
曽
根
政
権
と
の

対
決
や
反
ト
マ
ホ
ー
ク
運
動
を
経
て
、
一
九
八
九
年
二
月
二
五
日
、
嵐
の
よ
う

な
天
気
の
中
、
旧
勤
労
会
館
（
現
・
ビ
ュ
ー
ポ
ー
ト
）
で
の
故
山
川
暁
夫
さ
ん

記
念
講
演
を
持
っ
て
結
成
し
た
。
三
月
七
日
の
結
成
二
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
に
は
、
関
西

共
同
行
動
、
米
軍
犯
罪
被
害
者
救
援
セ
ン
タ
ー
、
新
し
い
反
安
保
を
つ
く
る
実
行
委
員
会
・

派
兵
チ
ェ
ッ
ク
編
集
委
員
会
の
仲
間
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

　

一
四
日
の
現
地
行
動
で
は
、
関
西
共
同
行
動
、
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
あ
い
ち
の
仲
間

が
駆
け
つ
け
た
。
通
常
午
前
中
に
出
港
す
る
の
だ
が
、
麻
生
首
相
出
席
の
た
め
異
例
の
午

後
出
港
。
前
日
の
雨
は
上
が
っ
た
も
の
の
、
強
風
と
高
波
。
港
内
で
あ
れ
ば
と
の
条
件
で

一
二
時
前
、
ボ
ー
ト
を
下
ろ
し
た
。
海
上
で
ア
ピ
ー
ル
を
始
め
て
し
ば
ら
く
し
て
、
五
隻

の
平
和
船
団
の
う
ち
一
隻
が
転
覆
。
海
上
保
安
庁
に
助
け
ら
れ
、
無
事
だ
っ
た
が
以
後
の

海
上
デ
モ
を
中
止
し
、
四
隻
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
撤
収
し
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
一
隻
の
み
で

約
三
時
間
、
派
兵
反
対
を
訴
え
続
け
た
。
午
後
一
時
麻
生
出
席
の
下
で
の
式
典
開
始
。
陸

上
で
は
抗
議
の
声
を
あ
げ
た
。
一
四
時
五
分
、
一
隻
目
の
「
さ
ざ
な
み
」
が
汽
笛
を
上
げ

出
港
、
続
い
て
「
さ
み
だ
れ
」
が
出
て
行
っ
た
。
海
上
の
荒
波
は
続
き
近
づ
く
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
拡
声
器
か
ら
怒
り
を
込
め
た
「
行
く
な
！
」
と
の
声
が
響
き
渡
っ
た
。

一
四
時
三
〇
分
に
は
撤
収
、
広
島
の
「
湯
浅
一
郎
さ
ん
を
送
る
会
」
に
合
流
し
た
。
午
後

五
時
半
か
ら
の
湯
浅
さ
ん
の
送
別
会
に
は
、
運
動
の
各
分
野
の
闘
士
七
〇
名
が
結
集
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
七
日
に
は
護
衛
艦
「
あ
け
ぼ
の
」
が
対
テ
ロ
作
戦
ア
フ

ガ
ン
占
領
軍
支
援
の
た
め
の
補
給
艦
「
と
き
わ
」
の
護
衛
の
た
め
、
呉

を
出
発
し
た
。
抗
議
文
を
首
相
官
邸
に
送
付
し
た
。

（
久
野
成
章
／
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

定

点

広島・呉・岩国

北
海
道
◆
ア
イ
ヌ
民
族
の
権
利
を
回
復
す
る
た
め
の
試
み
二
つ

　

三
月
二
〇
日
、今
年
も
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
を
行
な
う
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
戦
争
を
や
め
ろ
！
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
・
パ
レ
ス
チ
ナ　

に
平
和 

を 

！
」。

そ
れ
以
外
に
も
、
ソ
マ
リ
ア
沖
へ
の
派
兵
や
軍
事
費
を
減
ら
せ
、
な
ど
、
と
に
か
く
言
い

た
い
こ
と
を
言
う
ス
タ
イ
ル
に
し
た
。
参
加
者
は
四
〇
〇
人
。
出
発
前
の
集
会
の
途
中
か

ら
雪
が
降
り
始
め
、
吹
雪
状
態
に
な
る
。
雪
の
せ
い
か
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
も
い
つ
も
よ
り

早
め
。
お
ま
け
に
オ
マ
ワ
リ
が
珍
し
く
信
号
を
全
部
青
に
し
て
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
優
先

の
交
通
警
備
を
し
た
の
で
、
ウ
ォ
ー
ク
も
三
〇
分
ほ
ど
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
想
以
上
の
人
が
参
加
し
た
の
は
、
一
週
間
前
の
三
月
一
三
日
に

行
っ
た
「
抵
抗
す
る
勇
気
─
─
戦
争
を
拒
否
す
る
ア
メ
リ
カ
の
若
者
た
ち
」
の
集
会
の
影

響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
集
会
に
も
、
私
た
ち
の
予
想
を
上
回
る
二
〇
〇
人
ほ
ど

の
人
が
参
加
し
た
。　

湾
岸
戦
争
に
行
く
こ
と
を
拒
否
し
た
ジ
ェ
フ
さ
ん
の
話
も
、
米
軍

基
地
の
集
ま
る
テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
で
基
地
が
つ
く
り
だ
す
自
然
と
命
の
破

壊
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
デ
ィ
ア
ナ
さ
ん
と
ジ
ル
さ
ん
の
話
も
、
と
て
も
良
か
っ
た
。

と
く
に
デ
ィ
ア
ナ
さ
ん
た
ち
の
属
す
る
地
域
労
組
（
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

ユ
ニ
オ
ン
）
の
活
動
は
、
基
地
問
題
だ
け
で
な
く
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
や
先
住
民
族
な

ど
が
一
緒
に
住
む
地
域
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
、
軍
事
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

し
て
地
域
で
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
か
と
い
う
点
で
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
そ
し
て

二
〇
代
の
若
者
が
自
分
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
こ
と
に
も
驚
い

た
（
こ
ん
な
こ
と
に
驚
い
て
は
い
け
な
い
が
！
）。

　

三
月
一
三
日
の
集
会
も
二
〇
日
の
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
も
、
政
党
（
民
主
党
や
共
産
党
、

社
民
党
）
の
枠
を
超
え
て
い
く
つ
か
の
団
体
が
共
催
し
た
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
三
月
一
三

日
の
話
を
聞
い
て
、
私
の
よ
う
に
「
よ
し
、
俺
も
気
合
を
入
れ
な
お
す
ぞ
」
と
思
っ
た
人

が
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
に
来
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。
人
が
多
く
て
よ

か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
去
年
の
Ｇ
８
で
オ
マ
ワ
リ
（
札
幌
中
央
署
警
備
課
）

と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
の
で
、
向
こ
う
は
変
に
親
し
げ
に
し
て

き
て
、ウ
ン
ザ
リ
す
る
。（
越
田
清
和
／
ほ
っ
か
い
ど
う
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
）




